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◇ 規 則 家畜改良増殖法施行細則の一部を改正する規則 (120) (畜産課) １

公布された規則のあらまし

◇家畜改良増殖法施行細則の一部改正について

１ 規則の改正理由

種畜の飼養者､ 家畜人工授精所の開設者及び家畜人工授精師の負担を軽減するため､ 毎年ごとの種付け

頭数等の報告義務を廃止する｡

２ 規則の概要

(１) 家畜人工授精所の開設者及び家畜人工授精師の種付け頭数等の報告義務を廃止する｡

(２) 所要の規定の整備を行う｡

(３) 施行日は､ 公布の日とする｡

規 則

家畜改良増殖法施行細則の一部を改正する規則をここに公布する｡

平成17年12月16日

鳥取県知事 片 山 善 博

鳥取県規則第120号

家畜改良増殖法施行細則の一部を改正する規則

家畜改良増殖法施行細則 (昭和26年鳥取県規則第22号) の一部を次のように改正する｡

次の表の改正前の欄中条の表示に下線が引かれた条 (以下 ｢移動条｣ という｡) に対応する同表の改正後の欄

中条の表示に下線が引かれた条 (以下 ｢移動後条｣ という｡) が存在する場合には､ 当該移動条を当該移動後条

とし､ 移動条に対応する移動後条が存在しない場合には､ 当該移動条 (以下 ｢削除条｣ という｡) を削り､ 移動

後条に対応する移動条が存在しない場合には､ 当該移動後条 (以下 ｢追加条｣ という｡) を加える｡

次の表の改正前の欄中下線が引かれた部分 (条及び様式の表示並びに削除条を除く｡ 以下 ｢改正部分｣ という｡)

に対応する同表の改正後の欄中下線が引かれた部分 (条の表示及び追加条を除く｡ 以下 ｢改正後部分｣ という｡)

が存在する場合には､ 当該改正部分を当該改正後部分とし､ 改正部分に対応する改正後部分が存在しない場合に
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は､ 当該改正部分を削る｡

次の表の改正前の欄中様式の表示に下線が引かれた様式を削る｡
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改 正 後 改 正 前

(趣旨)

第１条 この規則は､ 家畜改良増殖法 (昭和25年法律第209号｡ 以下 ｢法｣ とい

う｡)､ 家畜改良増殖法施行令 (昭和25年政令第269号｡ 以下 ｢政令｣ という｡)

及び家畜改良増殖法施行規則 (昭和25年農林省令第96号｡ 以下 ｢省令｣ という｡)

の施行に関し必要な事項を定めるものとする｡

(提出書類の経由)

第２条 法､ 政令､ 省令及びこの規則により農林水産大臣又は知事に提出する書

類は､ 住所地を管轄する家畜保健衛生所長を経由しなければならない｡

(家畜人工授精用精液の採取回数)

第３条 略

(提出書類の経由)

第１条 家畜改良増殖法 (昭和25年法律第209号｡ 以下 ｢法｣ という｡)､ 家畜改

良増殖法施行規則 (昭和25年農林省令第96号) 及びこの規則により農林水産大

臣又は知事に提出する書類は､ 住所地を管轄する家畜保健衛生所長を経由しな

ければならない｡

(家畜人工授精用精液の採取回数)

第２条 略

(種付報告)

第３条 種畜の飼養者､ 家畜人工授精所の開設者又は家畜人工授精師は､ 毎年12

月31日現在において､ その種付した頭数及び産仔数を別記様式により､ 翌年１

月31日までに知事に報告しなければならない｡

別記様式 (第３条関係)

種付け又は人工授精成績報告書 ( 年分)

年 月 日

職 氏 名 様

住所

氏名 �

家畜改良増殖法施行細則第３条の規定により 年分を下記のとおり報告しま

す｡
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備考

１ この成績報告書は､ 毎年１月１日から12月31日までの間について記載す

ること｡

２ 家畜の種類は､ 乳用牛､ 役肉用牛､ 馬､ めん羊､ 山羊及び豚に区分する

こと｡

３ ｢種付け又は人工授精｣ の項は､ 調査年次に種付け又は人工授精したも

のについて記載し､ ｢前年種付け又は人工授精によるもの｣ の項は､ 調査

年次の前年に種付け又は人工授精したものについての受胎､ 産子等につい

て記載すること｡

４ ｢所有者の区分｣ の項は､ 独立行政法人有 (社団法人家畜改良事業団を

含む｡)､ 県有､ 市町村有､ 農協有 (農業協同組合連合会､ 酪農協等を含む｡)

又は民有の別に記載すること｡

５ ｢品種｣ の項は､ 馬については軽種馬及び農馬に区分し､ 乳用牛､ 役肉

用牛､ めん羊､ 山羊及び豚についてはその品種名を記載すること｡

６ ｢受胎率｣ の項及び ｢生産率｣ の項は､ 種付け又は人工授精雌総数から



附 則

この規則は､ 公布の日から施行する｡
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不明数 (へい死､ 異動等によって確認できないもの) を控除した数をもっ

て､ 受胎数又は産子数を除して算出すること｡

７ ｢受胎数｣ の項は､ 流産又は死産した雌畜数を､ ｢産子数｣ の項は､ 早

産又は出産後直ちにへい死した産子数を含めること｡

８ 種畜の廃用､ 死亡等によりその年の種付け又は人工授精成績に該当がな

い場合も､ 前年種付け又は人工授精による産子数を報告すること｡

９ 氏名を自署する場合には､ 押印を省略することができる｡
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